クライエントの根源的な問いに対するセラピストの経験：面接場面における「宗教的」な経験に視点をあてて：[修士論文要旨] by 有島 麻由子
〔修士論文要旨〕












うようなものである。河合 (2000)は , この根
源的な問いに対する体験を 「宗教的」という言葉











































る (ラ ングドリッジ,2016田 中他訳)。




















◆ 第二段階 [Aの最初のテーマ表 (一部)|]






































クライエン トの根源的な問いに対するセラピス トの経験 有島麻由子
接場面にさまざまな気づきがもたらされ,それが
さまざまな見立て直しの機会となることが伺われ











たす時,「 クライエン トは信頼感をもち, ともに
いることに安定を感 じ,自 己の問題の探究を進め
ることができる」という。ここで語られた経験 ,














う時,セ ラピス トとしての自分を振 り返るための
一つの視点を提供するものと考える。
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1.根源的な問いが語られる条件
・セラピス トとクライエン トの関係性が築かれている
。セラピス トは試されている感覚をもつ
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